
チイ キ フ ン コ

チ

　
地

域
文

庫

覇
露

　

地
域

の
町
内
会

、
自

治
会

、
ま

た

は
人

口

の
都
市
集

中

に
伴

い
都
市

周

辺

に
増
加

し
た
団

地

の
自
治

会

や

集

会
所

を
基

盤
と

し
集

団
的

に
運
営

さ

れ
る
文

庫
を

地
域

文
庫

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

と

い
う

。
個

人

の
責
任

で
運
営

さ

れ

る
家

庭
文

庫

と
目
的

・
活

動
形
態

は
同

様

で
あ

る
が
、

場
所

・
運

営

・
経
費
な

ど

の
面

で
、

自
治

会
な

ど

の
補

助
を

受

け
て

い
る
点

に
家

庭
文

庫
と

の
差

異

を

み
て
、

地
域
文

庫

と
呼

ば
れ

た
。
規

模
も

比
較

的
大

き
く

蔵

書
も

図
書

館

か
ら

の
団

体
貸

出

し
も

含
め

三
〇

〇
〇

～
五
〇

〇

〇
冊

に
及

ぶ
文
庫

も

あ
る
。

公

共
図
書

館

の
分
室

的
様

相
を

帯

び
、

分
室

へ
の
転
換

を
要

望
す

る
声

も
あ

る
。

一
九

八

一
年

の

文
庫

調
査

に
よ

れ
ば

、
家

庭
文

庫

に
も
、

集
団

運
営
を

し
団

体

貸

出
し

や
自
治

体
よ

り

の
補
助

金
を

受

け
て
、

規
模

も
大

き
く

活
動

形
態

も

同
様

で
家
庭

・
地

域

と
分

け
難

い
状
況

が
あ

る

の

で
、

一
括
し

て
子

ど
も
文

庫

と
し

た

い
と

い
う

意
見

も
あ

る
。

い
ず
れ

に

せ
よ
、

対
自

治
体

活
動

の
中

で
、
両

文
庫

関
係

者

の

中

に
市

民
と

し

て

の
権

利
意

識
も
育

て
ら
れ

て
、
草

の
根

の
民

主

主
義

を
支

え

る
有
力

な
基
盤

と
な

り

つ
つ
あ

る
と

こ
ろ
に

一

つ
の
意

義

が
み
ら

れ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　
(小
河
内
芳
子
)

　

小
さ

子
話

購
麗

.}

小

さ
な

子
ど
も

の
誕
生

と

成
長

を

中

心

　

　
　

　
　

　

ホ

と
す

る

一
群

の
昔

話
。

異
常

誕
生
譚

と

か
異
常

成
長

譚

と

い
う

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

呼

び
方

も
あ

る
。

『
一
寸
法
師

』

『桃

太
郎

』

『
瓜

子
姫
』

『
力
太

郎

』

『
竹

の
子
童

子
』

『
五

分
次
郎

』

『
田
螺
息

子
』

『蛙

聟
入

』

　

あ
く
と

『
踵

太
郎

』

『
竹
姫

』
な

ど
我

が
国

の
本
格

昔
話

ま
た

は
完

形

昔
話

の
中

の
中

心
を

成
す

話
群

で
あ

る
。
彼

ら

は
神

か
ら
授

け

ら
れ

た
神

の
申

し

子
で
あ

る

が
、

そ

の
誕

生

の
仕

方

に
は

い
く

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
す
ね

つ
か

の
タ
イ
プ

が
あ

る
。

踵
や
脛

や
指

と

い

っ
た
身
体

の

一
部

か

ら
生

ま
れ

た
り
、

時

に
は
垢

の
塊

か
ら

生
ま

れ
た

り
す

る
。

ま

た
田

螺

・
蝸
牛

・
蛇

・
蛙
と

い

っ
た
動

物

の
姿

で
生
ま

れ
た

り

、
竹

の
よ
う

な
植

物

の
中

か
ら
生

ま
れ

る
も

の
も

あ
る
。

さ

ら

に
桃

や
瓜

の
よ
う

な
う

つ
ろ
な
も

の
に
こ
も

り
な

が
ら

川
上

か
ら
流

れ

て
く

る
と

い
う

生
ま

れ
方

も
あ

る
。

小
さ

子

は
水
界

に
か

か
わ

り
を
も

つ
水

神
信

仰
を
背

景

に
し

て
語

り
継

が
れ
た

話

で
は
な

い
か

と

い
わ

れ

て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

(吉
沢
和
夫
)

　

崔

南

善

煮

ソ
ン

司

甘
"

　

一
八

九
〇
～

一
九

五
七

朝

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ユ
ク
タ
ン

鮮

の
文
学

・
国
学

・
歴

史
学

者
。

号
は

六
堂
。

幼
時

か

ら
漢
学

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

フ
ァ
ン
ソ
ン
シ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
テ
　
ハ
ン
フ
ン
グ
ク
チ
ェ
ク

を
修

め
、

一

一
歳

に
し
て

「
皇

城

新

聞
」
に

『
大

韓

興

国

策

』

(
一
九
〇

一
)
な

ど

の
論

文
を

発
表

し

て

天
才

と
う

た

わ

れ
た
。

一
九

〇

四
年

に
朝
鮮
皇

室
留

学
生

と
し

て

日
本
留
学

、

東
京
府

立
第

一
中

学
校

、
早

稲
田
大

学

に
学

ぶ
が

い
ず
れ

も
短

期

で
退

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ソ
　
ニ
ョ
ン

学
。

帰

国
後
、

青
少

年
向

け
雑

誌

「
少

年

」
を

創
刊

(〇
八
)
主

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ オ ン イ ン ソ

宰

し

新
知
識

の
啓

蒙
普

及

に
努

め
、

自
ら

も
新
し

い
形
式

の
詩

　

パ
ダ
エ
ゲ
ソ
ソ
リ
ニ
ョ
ネ
ゲ

『
海

か
ら
少

年

へ
』
を

発
表

す

る
な

ど
朝

鮮
近
代
文

学

の
先
駆

的

役

割
を
果

た

し
た
。

ま

た
冂
伝

民

話

の
再
話
、
外

国
文
学

の

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ
イ
リ
グ
ァ
ン
ス

言

文

一
致

に
よ

る
翻
訳

も
試

み
、

李

光
洙

と
と
も

に

一
〇
年

代

朝

鮮

の

〈
二
人
文

壇
時

代

〉
を
形

成

し
た

。

一
九
年

の
三

二

運
動

に
際

し
て

は

〈
独
立
宣

言
文

〉

を
起

草
し
、
朝

鮮

民
族
代

表

の

一
人

と
し

て
二
年

半

の
刑
を

宣

告
さ

れ
た

が
、

後

に
は
朝

鮮

総
督

府

の

「朝

鮮
史

編
修

委
員

会

」
委

員
と
し

て
協
力

、
満

州

建

国
大
学

教
授

な

ど

の
職

に

つ
き

歴
史

研
究

に
携

わ
り

、
四

〇
年
代

に
は
朝
鮮

青
年

に
日
本
軍

へ
の
学

徒
志
願

兵
に
な

る

こ

と
を
勧

め

る
な

ど
日
本

軍
国

主
義

に
積

極

的

に
協
力

し
、
反

民

族

行
為

者
と

糾
弾

さ

れ
も

し
た
。　

調　

　

　
　

　

(李

丞

玉
)

　

チ

ェ
ー

ホ

フ
　
ア

ン
ト

ン

・
n

>
胃

畠

コ
窃
員
8

籌

4
。×
8

一
八
六
〇
～

一
九
〇
四
　

ロ
シ
ア

の
作
家

、
劇
作
家
。
同
時
代

人

の
生
活

と
精

神

の
ゆ

が
み

や
新
世

界

の
探

求
を
小

説

『官
吏

の

死

』
(
一
八
八
三
)
な

ど
、
暗

い
社
会

面

(九
二
『六
号
室
』
)
を
暴

き
、

そ
れ
ら

の
総

括
を

戯
曲

『
三
人
姉

妹

』
(
一
九
〇

一
)
、

『
桜

の
園
』

(
〇
四
)
に
展
開

し

た
。

子
ど
も

・動

物
を

扱

っ
た
作
品

に

『
子
ど

も

た
ち

』
(
一
八
八
六
)
、

『
カ

シ
タ

ン
カ
』
(八
七
)
、

『
額

の
白

い

犬

』

(九
五
)
が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(福
井
研
介
)

　
陳

伯

吹

材

㌘

ィ

一
九
〇
六
～

中

国

の
児
童

文
学
者

。

江

蘇
省

で
生

ま
れ

る
。

一
九

二

二
年

か
ら

小
学
校

の
教
師

と
な

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

が
っ
こ
う
せ
い
か
つ
き

り

、

そ

の
体

験

に
基

づ

い
て

ル
ポ

ル
タ
ー

ジ

ュ
『学
校

生
活

記
』

(
一
九
二
七
)
を
発

表
、
創
作

活
動

を

は
じ

め

る
。
二
八
年
上
海

に

流

亡
、

「
小
学

生
」

や

「
児
童
雑

誌

」
を

主
編

す
る

か
た
わ

ら
、

多

く

の
作

品
を
著

す
。
中

で
も
童

話

『少

女

ア
リ

ス
』
(三
二
)
は
、

国

民
党

の
不

抵
抗

主
義
を

風
刺

し
た

佳
作

で
あ

る
。

抗

日
戦
争

中

は
、

桂
林

な
ど

各
地
を

転

々
と
し

な

が
ら
も

、
旺

盛
な

創
作

意

欲
を

み

せ
、
多

く

の
詩

や
散

文
を

発
表

し

た
。

四
六
年

、
上

海

に
戻

り
上

海
児
童

文
学

工
作

者
連

諠
会

を

組
織

し
、
そ

の
後
、

一
貫
し

て
児

童
文
学

の
分
野

で
活
躍

す

る
。
彼

の
児

童
文
学

に

　
　

　

　
　

　
　

　
じ
ど
う
も
の
が
た
り
け
ん
き
ゅ
う

対

す

る
考

え

方

は

『
児

童

故

事

研

究

』
(三
二
)
で
明
ら

か
な
よ

　
　

　

　
　

　

ホ

う

に
、
西

欧
流

の
フ

ァ

ン
タ

ジ
ー
を

取
り

入
れ

る
よ
う

主
張

し
、

実

践
し

た
。

そ

の
た
め

に
、
六

〇
年

に
批

判

さ
れ

た
が
、

文
革

後

復
活

し
、

現
在

も
上
海

児
童

文
学

界

の
重
鎮

と

し
て
活

躍
し

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
さ
っ
か

と
じ
ど
う
ぶ
ん

て

い
る
。
代

表
作

と
し

て
は
、

理
論

面

で
は

『
作
家

和
児

童
文

が
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ

ど
う
ぶ
ん
が
く
が
い
う
ん

学

』

(五
七
)
、

『
児
童

文
学
簡

論
』

(五
九
)
、

童

話

に
は

『
空

に

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

フ
ェ
ィ
プ
リ
と
ィ
エ
ジ
ュ
リ

と

ぼ
う

と
し

た
猫

』
(五
六
)
、

小
説

に

は

『飛
虎

隊
与

野
猪

隊
』

(
七
九
)
な

ど

が
あ

る
。

中

で
も

『飛

虎
隊

与

野
猪
隊

』
は
、

文
革

前

に
書

か
れ

た
作

品

一
六
編
を

収
め

た
も

の
で
、

こ
れ

に
よ
り

第

二
次

全

国
少

年

児

童

文
芸

創

作

の
栄
誉

賞

を

受

賞

し

て

い

る
。
　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
(君
島
久
子
)

　

鄭

寅

燮

仔
諺

プ
　

碧
望
唱

一
九
〇
五
～
　

韓

国

の
英
文

学

者

、
児
童

文
学

者
。

慶
尚

南
道
蔚

州

郡

に
生
ま

れ

る
。
早

稲

田

大
学

英

文
科

、

ロ
ン
ド

ン
大
学

大
学

院
音

声
学

科
卒

業
。

韓
国

外

国
語
大

学
大

学
院

長
を

は
じ

め

ソ
ウ

ル
大
学

、
中
央

大
学

な

ど

で
教

授
歴

任
。

一
九

二
三
年

以
来

「
セ

ク
ト

ン
会

」
同

人
。

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

オ
ン
ド
ル

作

品

に
は
、

日
本

に
韓
国

民
話

を
紹

介

し
た

『
温
突

夜

話
』
(
一

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ シキ ェ ホ ン

九
二
七
)
、

『
世

界
文
学

散
考

』

(
六
〇
)
、

『セ

ク
ト

ン

・
チ

ョ
ゴ

　

　
　

　
　
　

ピ
リ
ソ
リ
　
パ
ラ
ム
ソ
リ

リ
』
(
六
二
)
、

『
雨

の
音

・
風

の
音

』

(六
八
)
、

『韓

日

・
日
韓

大

辞

典
』

(
七
四
)
編
修

な

ど
、
創

作
、

翻
訳

が
多

く
あ

る
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
(韓

丘

庸
)

　
知

識
絵

本

筋
鷲

　

知
識

・
概
念

の
伝

達
、

認
識
を

主

な
目

的

と
し
、
科

学
絵

本
、

認
識
絵

本

と
も
呼

ば

れ
る
。
自

然

や
社

会

　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

の
具
体
的

な
事

物

の
絵

本

、
文
字

・
数

・
音

の
絵
本

な

ど
、

科

学

的
な

正
確
さ

が
重

視
さ

れ
る

が
、

一
貫

し
た
物

語

で
科
学

性

を

ゆ
が
め
る

こ
と
な
く

構

成
す

る
絵
本

を
、

観
察
絵

本

と
区

別

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

し
て
知
識

絵
本

と
す

る
論

も
あ

る
。
絵

本

の
祖
と

さ
れ

る

コ
メ

ニ
ウ

ス

の

『
世
界

図
絵
』
(
一
六
五
八
)
を

は

じ
め
、

ベ
ル
ト

ゥ
フ

『
しq
帖ミ
衡
さ
§
誉

子

ど
も

の
た

め

の
絵

本
』
(
一
七
九
〇
～
)
な

ど
、

知
識
絵
本

は

初
等
教
育

の
教
材

と
し

て
主

に
出
さ

れ
た

が
、

一

九
三

一
年
創

刊

の

『
ぺ
ー

ル

・
カ

ス
ト
ー

ル
叢
書

』

は
、

子
ど

も
自
身

が

ス
ト
ー

リ
ー

に
同
化

し

て
科
学
す

る
世

界
を

つ
く

り

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

出
し
、

知
識
絵

本
刊

行

の
在
り

方
を

示
し

た
。

日
本

で
も
中

村

　

　
　

ホ

慯
斎

『
訓
蒙

図
彙
』

(
一
六
六
六

・
寛
文
6
)
、

『庭

訓
住

来
絵

鈔
』

(
一
七

一
七
・享
保
2
)
、
古

川
正

雄

『
ち
ゑ

の
い
と
ぐ
ち

』

(
一
八

七

一
・
明
4
)
な
ど

、
教
育

す

る
立
場

が
濃

い
。
幼

稚
園

教
育

に

　

　
　

　
　
　

ホ　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
　　　　　　　　
ホ

沿

っ
た
絵
雑

誌

「
キ

ン
ダ
ー

ブ

ッ
ク
」
(
一
九
二
七
)
、

フ

レ
ー

ベ

ル
館

は
、
幼

稚
園

か
ら
家

庭

へ
の
販

売
経

路
を
確

保

し
、
広

く

ネ童
画
と
保
育
絵
本
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
定
化
し
今
日
に
至
る
が
、

三
七
年
出
版
の
東
京
社

『小
学
科
学
絵
本
』
は
、
読
み
物
と
芸

術
性
を
指
向
し
科
学
絵
本
の
先
駆
と
さ
れ
る
。
戦
後
、
日
本
評

論

社

『科

学

の
絵
本

』

シ
リ
ー

ズ
、

法
政

大
学

出
版

局

『
も

の

の
な
か

は
ど
う

な

っ
て

い
る
か

』
な

ど
、

海
外

絵
本

の
活

発
な

紹

介
は

、
や

が
て

カ

ス
ト

ー

ル

の
流

れ
を

く

む
知
識

絵
本

「
か

が
く

の
と
も
」
(六
八
　
福
音
館
書
店
)
の
発

行
を

み

る
に
至

り
、

昨

今

は
写
真
絵

本

の
試
行

も
積
極

的

で
あ

る
。　

　

(矢
野

有
)

　

チ
ゾ

ン
&

テ
イ

ラ
ー
　
〉
昌
Φ
簿
①
↓
凶ω
o
昌
帥

日
巴
二
ω
↓
9
<
一〇
『

合

作
著

者
名
。

チ

ゾ

ン
は

一
九

四

二
年
、

パ
リ
に

生
ま
れ

、

は

じ

め

は
建
築

設
計

士
、

テ
イ

ラ
ー

は

一
九

三
三

年
、

ア

メ
リ

カ

の
サ

ン

フ
ラ

ン
シ
ス

コ
生

ま
れ

で
、

生
物

学
、

数
学

の
教

師
。

二
人

は
、
偶

然

に
パ
リ

の
喫
茶

店

で
知

り
合

い
、

い
た
ず

ら
書

き

を
交

換
し

て

い
る
う
ち

に
、

合
作

の
童

話

『
バ
ー

バ
パ

パ
』

シ
リ

ー
ズ

が
で
き
あ

が

っ
た
と

い
わ

れ

る
。
わ

た
あ

め

か
ら
連

想

し
た

愉
快

な
空
想

の
お
化
け

バ
ー

バ
パ

パ

一
家

は
、
自

由

に

変

身

し
て
窮

地
を

脱
し
た

り

い
た
ず

ら
を

し
な

が

ら
、

子
ど
も

の
ア
イ

ド

ル
に
な

っ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

(末
松
氷
海
子
)

　

チ

チ
ノ
キ

　
童

謡
運
動

誌
。

一
九

三
〇

年

(
昭
5
)
三
月

に
創

刊

、

三
五
年

ま

で
に
不
定

期
刊

で

一
九

冊
を
刊

行
、

当
初

の
誌

名

は

「
乳
樹

」
だ

っ
た

が
五
冊

目

よ
り

「
チ

チ
ノ

キ
」

と
表
記

　
　

　
　

ホ

さ
れ

た
。
北

原
白
秋

の
指

導
し

た

〈
赤

い
鳥
童

謡
会

〉

の
若
き

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ　　　　　
　　　　　　　　ホ
　　　　　　　
　　　ホ

童

謡
詩

人
群

の
う

ち
か
ら

、
與

田
凖

一
、
巽
聖

歌

、
有
賀

連
な

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
ホ　　　　
　　　　　　　　ホ

ど

一
〇
人

が
集

ま

っ
て
創

刊
、
の
ち

に
新

美
南

吉
、
柴
野

民
三

、

ホ清

水

た

み

子

な

ど

が
加

わ

っ
た
。

こ

の
誌

の
目

的

は
與

田

の

エ

ッ
セ
イ

「
新
し

い
情
操

へ
」
(創
刊
号
)
と
巽

の

「
叡
智
主

義
提

　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

言

」
に
明
ら

か

で
、

「
赤

い
鳥
」
童
謡

の
革

新
的

な
復

興

で
あ

り
、

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ ハ シ ヨ ウ ソ

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

し
ょ
う
け
つ

当
時

盛
ん

で
あ

っ
た
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
童
謡

と
、
よ
う

や
く

猖

獗

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

を
極

め

は
じ

め

て

い
た

レ
コ
ー
ド
童

謡
と

に
対
す

る
、

近
代
市

民
的

な
思

想

と
情
感

と

に
立

脚
す

る
新
た

に
し

て
芸
術
的

な
童

謡

の
創
造

で
あ

っ
た
。
作

品
と

し

て
與

田

の
『病
気

』
、
巽

の
『キ

リ

ン
』
な

ど
都

会
的

事
物

を
新

感
覚

派

ス
タ
イ

ル
で
歌

っ
た
童

謡
を

生

み
、
近

代

日
本

の
童
謡

史

に

一
つ
の
新
た

な
展

開
を
も

た
ら

し
た

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(矢
崎
節
夫
)

　

茅

野

雅

子

鸛

こ
　

一
八
八
〇

～

一
九
四
六

(明
13
～
昭

21
)

歌

人
。
本

名

ま
さ

。

「
明
星
」
派

の
歌
人

茅
野
蕭

々
夫

人
。
大

阪
市

に
生

ま
れ

、

一
九

〇
七
年

日
本

女
子

大
学

国
文
科
卒

業
。

在
学

中

、

共
著
歌

集

『恋

衣

』
(
一
九
〇
五
)
で
歌

壇
に
地
位

を
確

立

、

の
ち

に

『
金

沙
集

』
(
一
七
)
を
出

版
。

大
正
中

期
母
校

の
教

授
と

な

り
、

短
歌

・
随
想

の
筆

を
執

っ
た
。

児
童

文
学

に
も
関

心
を

示
し
、
「
金

の
船

」
誌

な
ど

に
平

明
な
童

謡
を

試
作
、
童

話
集

『
日

の
出

つ
る

ま

で
』

(
二

一
)
が
あ

る

。　

　

　

　

　

　

(滝
沢
典
子
)

　

千

葉

省

三

賑

う
ぞ
う
　

一
八
九

二
～

一
九
七
五
(明
25
～
昭
50
)

児

童
文

学
作

家
。

栃

木
県

河
内

郡
篠
井

村

に
生
ま
れ

る

が
、
小

学

校
長

で
あ

る

父

の
転
勤

で
、
今

市

町
に
移

り
、
小
学

校

に
入

学

。
三

年
後

、

上
都
賀

楡

木

に
移

る
。

そ

の
転
校
時

の

こ
と
を

書

い
た

の
が
、

『
乗
合

馬
車

』
(
一
九
二
九
)
で
、
楡
木

は
以
降

彼

の
多
く

の
童

話

の
舞

台
と

な

っ
た
。

一
九

〇
五
年
県

立
宇
都

宮

中
学

校

に
進

み
、
「
文
章

世

界
」
誌

に
歌

や
文

を
投
稿
。
卒
業
後

、

郷

里

で
三
年

間
代

用
教

員

と
な

る
。

一
四
年

に
上
京

し
、

日
月

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ　　　
　　　　　　　　　

社

、
植
竹

書
院

に
勤

め

た

の
ち

、
児
童

雑
誌

「
コ
ド

モ
」
「
良
友

」

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ
　　　　　　　　　　　　　　

を
刊

行

し

て

い
た

コ
ド

モ
社

に
入

る
。

こ

こ
で
浜

田
廣
介

、

水

　
　

　
　

　

　

谷
ま

さ

る
、

川
上

四
郎
ら

を
知

る
。

二

〇
年

に
は
、

同

社
創

刊

　
　

ホ

の

「
童

話
」

の
編
集

に
従
事

、

自
ら

も

『
虎
ち

や

ん

の
日
記
』

(
一
九
二
五
)
な

ど
を

発

表
。
廃

刊

と

な

っ
た

の
ち

は
、

同

人

誌

　

ホ
「童

話
文

学
」

や

「
児
童

文
学

」

に
、

ユ
ー

モ
ア
豊

か
な

『鷹

の
巣

と

り
』
(
二
八
)
、

『
シ

ヨ

ン
ベ

ン
稲
荷

』
な

ど
、

多
く

の
短

編
を

発
表

し

た
が
、

当
時
高

い
評
価

が
得

ら
れ

な

か

っ
た
。

こ

の
間

、
童

話
集

『
ト
テ
馬

車
』
(二
九
)
、

『
地
蔵

さ
ま

』
(三
二
)
、

『竹

や

ぶ
』
(
三
八
)
を

刊
行
。

だ

が
三

七
年

に

「
児

童
文

学
」
誌

が
廃

刊

し
て

か
ら

は
、
創
作

を
絶

ち

、
信

仰
生

活

に
入

る
。
省

三

の
児
童

文
学

の
作

品
は
、

主

に
四

つ
の
分
野

に
分

か

れ
る
。

ω
空

想
的

童

話
は
比
較

的
初

期

に
書

か
れ

、
『
ワ

ン
ワ

ン
も

の
が

た
り

』

(二
三
)
、

『機

関
車

と
月

の
は

な
し

』

(二
五
)
な

ど
、

日

本

の
童
話

に
欠

け

て

い
た
豊

か
な

空
想

や

ナ

ン
セ

ン

ス
を

も
ち

込
ん

だ
点

で
注

目

に
値

す

る
。
②

リ

ア
リ

ス
テ

ィ

ッ
ク
な

童
話

は
戦
後

に
な

っ
て
再

評
価
さ

れ

た

が
、

土

の
香

り

の
す

る
郷
土

性

の
強

い
方
言

調

の
童

話

が
多
く

、

と
く

に

『
虎
ち

や

ん

の
日

記
』
『鷹

の
巣

と

り
』

『
定
ち

や
ん

の
手

紙
』

『
仁

兵
衛
学

校

』
(以

上

二
九
)
、
『
シ

ヨ
ン
ベ

ン
稲
荷

』
な

ど
、
子

ど
も

の
悪

童

ぶ
り
を

ユ
ー

モ
ラ

ス
に
描

い
た
短
編

が
優

れ

て

い
る

が
、
当

時
、
「
文
学

で
な
く

、

落
語

だ
」

と
評
さ

れ
た

。

い
ず

れ
も
あ

り

ふ
れ

た

日

常

生

活

に
生
き

る
子

ど
も
た

ち

が
生
彩

を
も

っ
て
描

か
れ

て
お

り
、

『
け

ん
か
』

『
丑
』

の
作

中
人

物
と

と
も

に
、

日
本

児
童

文

学

史
上

、
高

く

評
価
さ

れ

て

い
る
。
外

国
児

童
文

学

に
も

親
し

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ ハ テ ツ ヤ

ん
だ
省

三

は

『
ト

ム

・
ソ
ー

ヤ
ー

の
冒
険

』
な

ど
を
自

己

の
文

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　
ホ

学

の
理
想

と
し

、
そ

の
影
響

も

受

け
た

が
、

マ
ー
ク

・
ト

ウ

ェ

イ

ン
の
よ
う

な

鋭

い
文

明

批
判

や
体

制
批

判
は

な
く

、
あ

る

が

ま
ま

に
現

実

の
子
ど

も
を

み

つ
め
、

ひ
た
す
ら

写
実

し
た

思
想

な

き
文
学

で
あ

っ
た

点

で
、
ト

ウ

ェ
イ

ン
と
相
異

す

る
。
ほ
か

に

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

㈹

『無

人
島

漂
流

記

』
(二
六
)
な

ど

の
大

衆
児

童
文

学
、

ω

『陸

奥

の
嵐

』

(三
三
)
の
よ
う

な
翻

案
や
再

話

も

の
な

ど
も

手

が

け

て

い
る
が
、

ス
ト

ー
リ

ー
性

が
豊

か

で
迫
る
も

の
も

あ

り
、
今

日
的

に

エ

ン
タ
ー

テ
イ

ン
メ

ン
ト

の
文

学
と

し

て
再

評

価

で
き

る

一
面

を
も

有
し

て

い
る
。

[虎
ち

ゃ
ん

の
日
記
]

窪

轟

ん
　

短

編
童

話
。
一
九

二

五
年
作

。

村

童

の
虎
ち

ゃ
ん
を
中

心

に
少
年

た

ち

の
夏

休

み

の
生

活
を

日

記
形

式

で
、

郷

土
色
豊

か

に
描

い
た
作

品
。

虎
ち

ゃ
ん
た
ち

が

み

つ
け

て
お

い
た
山

ぶ
ど
う

を

源
ち

ゃ
ん

た
ち

が

こ

っ
そ

り
食

べ
て
し
ま

っ
た

の
で
大

喧
嘩

と

な
り

、
源

ち

ゃ
ん
が
怪

我
を

し

て
し

ま
う

。
虎

ち

ゃ
ん

の
父
ち

ゃ
ん
が
謝

っ
て
く

る

よ
う

に

い

い

つ
け

る
が
、

虎
ち

ゃ
ん
は

そ

の
気

に
な

ら
ず

、
大

沼

の
中
島

へ
家

出
を

し

て

い
く

。
そ

し

て
翌
朝

父
ち

ゃ
ん

に
発

見
さ

れ
る
。

や

が

て
源

ち

ゃ
ん
と

も
仲

直

り
を

し
、
東

京

か
ら
休

み
を

過

ご

し

に
き

て

い
た
敬
ち

ゃ
ん
た

ち
と

一
緒

に
再

び
中
島

に
出

か

け

る
こ
と

に
な

り
、
虎

ち

ゃ
ん

の
夏
休

み
は
終

わ
る
。

【参
考
文
献
】
松
山
雅
子

『千
葉
省
三
』
(
一
九
八
六
　
大
日
本
図
書
)

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
(原
　
　
昌
)

　

ち
ば

て

つ
や

　

一
九
三

九
～
　

(昭

14
～
　
)
　

漫

画
家

。

本

名
千

葉
徹

弥
。

東
京
築

地

に
生
ま
れ

、
満

州

に
渡

っ
た
後

、

一

九
五

八
年

日
大

一
高
校

卒
業
。

在
学

中
単

行
本

『復

讐

の
せ

む

し
男

』

(
一
九
五
六
)
を
出

版
。

そ

の
後

『
1

2
3

と
4

5

ロ
ク

』

(六
二
)
、

『
み

そ

っ
か
す

』
(六
六
)
な
ど

の
庶

民

の
生
活

感
あ

ふ

れ

る
少
女

漫

画
や
、
『ち

か

い

の
魔
球

』
(
六

一
)
、
『
紫
電

改

の
タ

カ
』

(
六
三
)
な

ど

の
男

の
友
情

を
う

た

っ
た

少
年

漫

画
を

描

き

継

ぐ
。
『
あ

し
た

の
ジ

ョ
ー

』
(六
八
、
高
森
朝
雄
原
作
)
は
大

ヒ

ッ

ト

作

と
な

っ
た
。　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(竹
内
オ
サ
ム
)

　

千

葉

春

雄

軅

お
　

一
八
九
〇
～

一
九
四

二
(明
23
～
昭

18
)

国

語
教
育

家
、

編
集

者
。
宮

城
県

生
ま

れ
。
宮

城

師
範
卒

。
東

京

高

師

附
属

小
学
校

訓
導
時

代
、

『
童
謡

と
綴

方
』

(
一
九
〇
〇
)
で

主
張

し
た

文
芸
教

育

の
重

要
性

や
童

謡
教
育

論

は
、

保
守

的
な

教
育

陣

営

か

ら

の
発

言

で
あ

る

だ

け

に
大

き

な

意

義

が

あ

っ

た
。
附
属

小
学
校

を
退

き
、
厚

生
閣
書

店

に
入

り
雑

誌

「教

育

・

国

語
教
育

」
を

主
宰
。

独
力

で
東
宛
書

房

を
創

立
。

前
記

雑
誌

や

「
綴
方

倶
楽

部
」
を

刊
行
。

全
国

の
実

践
家

た
ち

の
研

究
成

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

果

な
ら

び

に
児
童
作

品

の
発

表
舞

台
と

し
て
提

供

し
、
綴

方

運

動

の
活
動

家
を

数
多
く

育

て
た
。　

　
　
　

　
　

　

(鈴
木
敬
司
)

　

チ

ム

ニ
ク

ラ
イ

ナ
ー

菊
Φ
ぎ
奠

N
冒

口
貯

一
九
三
〇
～

ド

イ

ツ
の
画
家

、
絵
本

作
家
。
上

シ

ュ
レ
ジ
ア
地
方

ボ

イ

テ

ン
(現

ポ
ー
ラ

ン
ド
領
)
に
生
ま
れ
、

第

二
次
大

戦
中

に
戦

火
を

逃
れ

バ

イ

エ

ル
ン
に
移
る
。

指
物

師

の
修

業

の

の
ち

ミ

ュ
ン

ヘ
ン
の
美

術

学
校

を
出

た
。
絵

本

の
処
女
作

は

『さ

ミ
8

魯
丶

肉
帖ミ

丶-

の
譜
ら
ミ

＼
ミ
§
織

翁

鷺

丶欝

肉
8
°・
輪
突

き

の
ク

サ
ー

ヴ

ァ
と
黄

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ ヤ ツ フ フツ

色

い
馬

』
(
一
九
五
四
)
。

そ

の
後

『釣

り

び
と

ヨ
ナ

ス
』
(
五
四
)
、

『
ク

レ
ー

ン
男
』

(
五
六
)
、

『
タ
イ

コ
た

た
き

の
夢

』
(
五
八
)
な

ど

の
絵

物

語
を
次

々
に
制
作

。

い
ず

れ
も

単
純

明
快

な
筋

立

て

の
物

語

が
、

ユ
ー

モ
ラ

ス
な

ペ

ン
画

と

の
同
時
進

行
に
よ

っ
て

繰

り
広

げ

ら
れ

て

い
く

。

現
代

の
叙

事
詩

と
も

い
う

べ
き

黒
白

の
世

界

で
あ

る
。

一
九
六

〇
年

代

以
降

は

『
レ
ク
ト

ロ
物

語
』

(六
二
)
の
よ
う

に
テ

レ
ビ
劇

画

に
も

手
を
染

め
、
ま
た

『
ビ

ル
の

風
船

旅
行

』

(
七
二
)
の
よ
う

な
彩

色

絵
本

を
も

制
作

し

て

い
る

が
、

初
期

の
作

品

ほ
ど

の
生
彩

は

み
ら

れ
な

い
。

戦
後

の
復
興

機
運

と
作

家
自

身

の
青
春

が
幸

せ
な
結
婚

を
遂

げ
た
稀
有

の
例

と

み
て
よ

い
だ
ろ
う

。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(矢
川
澄
子
)

　

茶

木
　

滋

防
器

　

一
九

一
〇
～
　

(明
43
～
　

)
童
謡

詩
人
。

本
名

七
郎

。
神

奈

川
県
横

須
賀

市

に
生

ま
れ

る
。

明
治

薬
学
専

門
学

校
卒

業
。

旧
制

横
須

賀

中
学

三
年

生

の
こ
ろ
か
ら

童
謡

・

　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　　　　　
　　　
　　　
　　　

童

話

に
関
心
を

寄

せ
、
「
赤

い
鳥

」
「
金

の
船

11
金

の
星
」
「
童
話

」

な

ど

に
盛

ん

に
投
稿

し

た
。

薬
専

卒
業

後
も
、

製
薬
会

社

に
勤

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

務

し
な

が
ら
文

筆

活
動

を

続

け
、

「
コ
ド

モ
ノ

ク

ニ
」

(
一
九
三

三
・
四
)
に
童

謡

『
と

て
も
大

き
な

月

だ
か
ら

』
が
掲
載

さ
れ

た
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

そ

の
後
、

「童

謡
草

紙
」

「
童

謡
新

潮
」

な

ど
を

経

て
、

小
林

純

　

ホ　　
　　　　　　　　

一
、
関
英

雄
、
柴

野
民

三
ら

と
東

京
童

話
作

家
ク

ラ
ブ

(三
九
)
を

　

　
　

ホ

結
成

、

「
童

話
精
神

」
を
創

刊

し
、

そ
れ

に

「馬

」
(
四
〇
・
一
二
)

を
書

い
て
高

い
評

価
を

得
た

。
愛

唱

さ
れ

て

い
る

『
め
だ

か

の

学

校
』

は
、

N
H

K
ラ

ジ
オ

「幼

児

の
時
間

」
(
五

一
・
三
)
に
放

送

さ
れ

た
も

の
だ
が
、

こ
の
作

者

の
テ
ー

マ
は
、

こ

の
作

品

に

代

表

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、

シ

ャ
ー
プ

な
観

察
眼

と
優

し

い
心

に
よ

っ
て
表
現

さ
れ

た
生
命

の
賛

歌

で
あ

る
。
童

話
集

に

は
、

『
鮒

の
お
祭

り

』
(
四
三
)
、

『
く

ろ
ね

こ
ミ

ラ

ッ
ク
』

(五
七
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(薩
摩

忠
)

　

チ

ャ
ー

チ

　
リ

チ

ャ
ー
ド

空

o
げ
費
α

○
げ
貫
o
げ

一
八
九

三

～

一
九
七
ニ
　

イ

ギ
リ

ス

の
詩

人
、
小
説
家

。
長

い
官
吏

生
活

の

後

、

編
集

者
を

経

て
作

品
を

発

表
。

数

々
の
文
学

賞
を

受

け

ペ

ン
ク

ラ
ブ

会
長

な
ど

を
歴

任
。

子
ど

も
向

け

に
七

つ
の
物

語
を

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ほ
ら
あ
な

残
す

。
五

人

の
少
年

が
石

灰
岩

の
洞
窟

で
迷
う

『
地

下

の
洞

穴

の
冒

険
』
(
一
九
五
〇
)
や

、
国
境

の
問

題
を

子
ど

も
た

ち
と

犬

の

交
流

を

通
し

て
描

い
た

『
犬

の
ト

ウ
ビ

ー
、
国

境

の
物
語

』
(五

三
)
と

か
、

『
白

い
雌
鹿
』
(
六
八
)
、

『
フ
ラ

ン
ス
人

の
副
官

』
(七

一
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(藤
森
か
よ
こ
)

　

チ

ャ

ッ
プ
ブ

ッ
ク

　
O
冨

O
げ
o
o
閃
　
イ

ギ
リ

ス
に

お

い
て

一

七

世
紀
後

半

か
ら

二
〇

世
紀
初

頭

に
か

け
て
流

布

し
た
庶

民
を

対
象

と

し

て
出
版

さ
れ

た
小
型

の
廉

価
本

の
総

称
。

一
枚

の
紙

の
裏

表

に
挿

絵
入

り

の
木

版

で
印

刷
し

た
も

の
を
、

折

り
た

た

み

紙
版

の
大

小

で
八
、

一
二
、

一
六
、

二
四

ペ
ー

ジ
と

さ
ま

ざ

ま

な
も

の
が
で
き

る
。
文

字

が
読
め

る
階

層

が
広

が
る

に

つ
れ

、

チ

ャ

ッ
プ

マ
ン
(行
商
人
)
の
手

に
よ

っ
て
全

国
的

に
販
売

さ

れ

た

。
価

格

は
、

一
ペ

ニ
ー

か
半

ペ

ニ
ー
で
、

ア

メ
リ
カ

に
も
輸

出

さ

れ
た
。

一
八
世
紀

末

に
は
、

週
刊

誌
な

ど

の
印
刷

物

に
押

さ

れ
衰

退

し

て

い
く

が
、
逆

に
、
子

ど
も
向

き

の
も

の
は

、
ヨ
ー

ク

の
ケ

ン
ド

ル
ー
や

バ

ン
ベ
リ

の
ラ

ッ
シ

ャ
ー
な

ど
質

の
高

い

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チヤ ヘ ツ クキ

も

の
を
出

版
す

る
と

こ
ろ
も

出

て
き

た
。
内

容

は
多
岐

に
わ

た

る
が
、
子

ど
も

に
よ
く

読
ま

れ

た
も

の
を

分
類
す

る

と
、
ω

中

　
　

ホ　
　　
　　　
　　　
　　　ホ

世

の

ロ
マ
ン
ス
、

昔
話

な

ど
伝
承

の
も

の
、

②

ロ
ビ

ン
フ

ッ
ド

　
　

ホ

な

ど
伝
説

や
歴
史

に
材

を
と

っ
た
も

の
、
㈹

幽
霊

話

や
占

い
の

　
　

　

ホ

本
、

ω
笑

い
話
、

ナ

ン
セ

ン
ス
、

㈲

A
B

C
絵
本

や

つ
づ
り
字

読
本

な
ど
教

科
書

的
な

も

の
、
㈲

宗
教

的
な

も

の
な
ど

で
あ

る
。

教

訓
的
な

子
ど
も

の
本

が
横

行
す

る
中

で
、

想
像

の
世
界

や
笑

い
を

温
存

し

て
き

た
功

績

が
指
摘

で
き

る
。　

　

　

(三
宅
興
子
)

　

チ

ャ
ペ

ッ
ク
兄

弟

弧

惹

砂
　

卑

緯
渓

α
巷

犀
o
<
0
　
兄

弟

と

も

に
児
童

文
学

の
作

品
で
も

知
ら

れ

る
チ

ェ
コ
ス

ロ
バ
キ

ア

の

芸
術

家
。

兄

の

ヨ
ゼ

フ
}
o
ω
Φ
h
O
巷

Φ
貰

一
八
八
七
～

一
九
四
五
)

は
画

家
、

イ
ラ

ス
ト

レ
ー

タ
ー
、

美
術

評
論

家
と

し

て
有
名

で

あ

り
、
弟

の
カ

レ
ル
囚
爰

2

0
0
0
Φ
犀
(
一
八
九
〇
ー

一
九
三
八
)
は

劇
作

家
、

小
説
家

、

S
F
作
家

、

エ

ッ
セ
イ

ス
ト

と
多

才
な

活

動

で
知
ら

れ
る

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス
ト

で
あ

る
。

こ

の
両
者

に

は

い

く

つ
も

の
共
同

で
書

い
た
作

品

が
あ

り
、
ま

た
文
を

カ

レ
ル
が
、

イ

ラ

ス
ト
を

ヨ
ゼ

フ
が
書

い
た
も

の
も

多

い
。

ヨ
ゼ

フ
は
プ

ラ

ハ
の
美
術
産

業
専

門
学

校

の
出
身

で
、

そ

の
絵

は
表
現

主
義

か

ら
キ

ュ
ー

ビ
ズ

ム
に
ま

た

が
り
、

単
純

だ

が
力
強

い
作

品

は

ユ

ニ
ー
ク

で
あ

る
。

大
人

の
た

め

の

い
ろ

い
ろ
な
作

品

の
ほ

か
、

児
童

文
学

の
分
野

で

は

『
こ

い
ぬ
と

こ
ね

こ
は

ゆ
か

い
な
な

か

ま
』
(
一
九
二
九
)
が
代
表

作

で
あ

る
。

一
方

、
弟

の
カ

レ

ル
は
プ

ラ

ハ
の
カ

レ
ル
大
学

で
哲
学

を
学

び
、

以
後

生
涯

を
新

聞
記
者

と

し
て
過

ご
し
、

そ

の
間

に
文
学

活
動

に

い
そ
し

ん
だ

が
、
多

大

な
作

品

は

い
ろ

い
ろ
な

ジ

ャ

ン
ル
で
名
作

を
生

み
出

し

て

い

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
エ
ル　
ウ
　　
　エ
ル

る
。
と

り
わ

け

S
F
劇

『
R

・
U

・
R

(
ロ
ッ
ス
ム
の

ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ロ
ボ

ッ
ト
)
』

(
二
〇
)
、

S

F
長

編

『
山
椒

魚
戦

争
』

(
三
六
)

な

ど

が
有
名

で
あ

る
。

児
童

文
学

の
分
野

で
は
近
代

的

な

お
と

ぎ

話
と

い
わ

れ

る

『
長

い
長

い
お
医

者

さ
ん

の
話
』

(三

一
)
と
、

動

物

の

エ

ッ
セ
イ

の
う

ち
、

『
ダ

ー

シ

ェ
ン
カ
』
(三
三
)
が
よ

く

知

ら
れ

る
。

こ

の
二
人

の
兄

弟

は
進
歩

的
文

化
人

と
し

て
ナ

チ

ス
に
反

対
し

、

ヨ
ゼ

フ
は
第

二
次

大
戦

終
わ

り

の
直

前

、
強

制

収

容
所

で
死

ん
だ

と

い
わ
れ

て

い
る
。
　
　

　

　

　

(千
野
栄

一
)

　

張

天

翼

鷺

尹

イ
　

一
九
〇
六

～
八
五
　

中

国

の
作
家

、

児

童

文
学

者
。

南
京

に
生

ま
れ

る
。

中
学

卒
業
後

、

北
京
大

学

に

入

る

が
、
学

費

が
払

え
ず

一
年

で
中
退

、
新

聞
記

者
や
教

師

な

ど

を
す

る

か
た
わ

ら
創

作

に

励

む
。

『
三

日
半

の
夢

』

(
一
九

ニ

　
　

ホ

八
)
が
魯

迅

に
認

め
ら

れ

「
奔
流

」
に
掲
載

さ

れ

て
作

家

生
活

に

入

る
。

一
九

三

一
年

、
左

翼
作

家

連
盟

に
加

わ
り

、
以
後

、
数

多
く

の
作

品

を
発
表

す

る
。

と
り

わ
け
抗

日
戦
争
中

に
書

か

れ

　
　
ホ
ワ
ウ
エ
イ

た

『
華

威

先

生
』
(三
八
)
は

、
戦
時

下

に
会
議

に
飛

び
歩

き
、

現
実

的

な
仕

事
も

せ
ず

に

い
ば

っ
て

い
る
自
称

愛
国

者

た
ち
を

風
刺

し

て
評

判
と
な

る
。

そ

の
辛
辣

な

風
刺

は
流
麗

な
筆

致

と

相

ま

っ
て
、

彼

の
特

徴
を

成

し

て

い
る
。

ま

た
児
童

文
学

に
関

し

て
は

『大

林

と
小
林

』
(三
二
)
を

は
じ

め
と

し
て
、

一
貫

し

て

子

ど
も

の
立

場

に
立

っ
た
多
く

の
作

品
を

発
表

す

る
。
五

二
年

に
書

か

れ
た

『
羅
文

応

の
話
』

で
は
、
革

命
後

の
新

社
会

の
子

ど
も

の
生
活

と
、

そ

の
モ
ラ

ル
の
在

り
方

を
描

き
第

一
回
児
童

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ ユ コ フス キ

文
学

賞

の

一
等
を

受
賞

し
た

が
、
注

目
す

べ
き

は
「
人

民
文
学

」

に
連
載

さ

れ
た

『宝

の

ひ
ょ
う

た

ん
』
(五
七
)
で
あ

っ
た
。
欲

し

い
も

の
は
何

で
も

出
し

て
く
れ

る
宝

の
ひ

ょ
う

た
ん
を

手

に
入

れ

た
少

年

が
、
し

だ

い
に
破
滅

し

て

い
き

、

つ

い
に

は
別

れ
を

告

げ

る
と

い
う
物

語

で
、

新
中

国

の
代

表
作

と

し
て

脚
光
を

浴

び
た
。

そ

の
前
身

と
思
わ

れ

る
も

の
に

『頭

を

つ
か
わ

な

い
話
』

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

こ
ど
も
た
ち
へ

(五
六
)
が
あ

り
、
ま

た
童

話
集

『
給
孩

子
們

』

(五
九
)
が
あ

る
。

中

国
作

家
協

会
書

記
な

ど

の
要

職
を

歴
任

し
、

七
入
年

、
児

童

文
学

創

作
座

談
会

で
は
、

秀
れ

た
文

芸
作

品

の
必
要
性

を
病

中

文
書

で
呼

び
か
け

た
。　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

(君
島
久
子
)

　
中

学

生

全
集

篇

の
興

せ
い
　

全

一
〇

〇
巻

。

一
九

五

〇

～
五

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

三
年

。

筑
摩
圭
旦
房
刊

。
柳

田
国

男
、
安

倍
能

成
、

仁
科

芳
雄

監

修
。

子

ど
も

か
ら
青

年

へ
と
脱
皮

し

つ
つ
あ

る
微

妙
な

年

ご
ろ

に
、

最

良

の
書

物
を

与
え

、
客

観
的

で
広
範

囲
な

も

の

の
考

え

方
、

確

か
な

人
生
を

歩

む
能
力
を

養

い
た

い
と

い
う
願

い
か
ら

出
版

さ

れ
た
。

作

品
に

は
串

田
孫

一
『
世
界

の
思
想

家
』
、

八
田

貞
義

『
細
菌

と

の
た

た

か

い
』
、

土
屋

文
明

『
万
葉

集
』
、
内

田

　
　
　

　
　

　
　
　

　

清
之

介

『
鳥

の
話
』
、

巽
聖

歌

『中

学

生
詩
集

』
な

ど

が
あ

る
。

文
学

・
化

学

・
歴
史

な
ど
あ

ら

ゆ
る

分
野

の
権
威

者

の
協

力

を

得

て
完
成

さ

れ
た
画

期
的

な
全
集

で
あ

る
。
　

(大
久
保
み
ど
り
)

　
中

国
神

話

鴇

柄
ご
ー
　
中

国

は
、
現
在

漢

民
族
と

五
五

の
小

数

民
族

か

ら
な

る
多
民

族
国
家

で
、

そ
れ

ぞ
れ

の
民

族

が
自
ら

の

ホ神
話

を
伝

え

て

い
る
。

た

だ
、
多

く

の
少
数

民
族

に

は
文
字

が

な
く

、
ま

た
漢

民
族

に
お

い
て
も

神

話
を
空
想

や

迷
信

と
し

て

退

け

る
傾
向

が
あ

っ
た

た
め

、
文

献
上

に
は

断
片

的
な

形

で
残

り

、

そ

の
他

は
歴
史

書
な

ど

に
組

み
込

ま
れ

た
。

神
話

の
代
表

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ば
ん
こ

的

な
も

の
に
は
、

「
天
地

を
分

け
た

巨
人

盤
古

」
(盤
古
が
両
手
両

足

で
天
地
を
分
け
、
や
が
て
死
ぬ
と
死
体

の
各

部
が
化
成

し
て
日
月

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

じ
よ
か

や
風
雲
、
山
川
草
木

に
変
わ
る
)
や
、

「
女

蝸
人

を
造

る
」
(女
神
が

黄
十
を
こ
ね

て
人
間
を

つ
く
り
、
め
ん
ど
う

な

の
で
縄
を
泥

に
ひ
た

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

げ
い

し
て
振
り
回
し
二
種
類

の
人
間
を

つ
く

っ
た
)
、
「
葬
太

陽
を

射

る
」

(
一
度
に

一
〇
の
太
陽
が
出
て
人

々
が
苦
し
ん
で

い
た
時
、
葬
が
九

つ

の
太
陽
を
射
落
と
す
)
な

ど
、

天

地
創

造
や

人
類

の
起
源

神

話

が

あ

る
。

こ
れ

ら
は

む
し

ろ
現
在

の
少
数

民
族

の
口
頭
伝

承

の
中

に
豊

か
に
伝

え
ら
れ

て

お
り
、

雲
南

省

の
プ

ー

ラ

ン
族

「
巨
人

グ

ミ

ヤ
ー
」
、

イ
族

「
巨
人

ニ
ジ
ガ

ロ
」
、

ラ

フ
族

「
チ

ャ
ヌ
チ

ャ

ベ
」
、

ア
チ

ャ
ン
族

「
チ

パ

マ
と
チ

ミ

マ
」
、
ト

ウ

ロ
ン
族

の
「土

を

こ
ね

て
人
を

つ
く

る
」

な

ど
が
あ

る
。

少

数
民

族

の
多

く

が

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

せ
ん
し
　
き

創

世
神

話
を
も

っ
て
お
り

、
ナ

シ
族

の
「
人
類

遷
徙

記
」
、

イ
族

「
西
南
彝

志
」
、
リ

ス
族

「
創

世
期
」
、

ミ

ャ
オ
族

「
洪
水

伝
説
」

そ

の
他

が
あ

る
。
豊

か
な

少
数

民
族

の
伝

承
を

も

と

に
し
て
中

国

の
神

話
が
体

系

づ
け
ら

れ

る
日
も

く

る
だ

ろ
う
。

【参
考
文
献
】
森
三
樹
三
郎

『中
国
古
代
神
話
』
(
一
九
六
九
　
清
水
弘
文

堂
)、
白
川
静

『中
国
の
神
話
』
(
一
九
七
〇
　
中
公
文
庫
)、
君
島
久
子

『中

国
の
神
話
』
(
一
九
八
三
　
筑
摩
書
房
)
　
　

　
　
　
　

　

(君
島
久
子
)

　

チ

ュ
コ

フ
ス
キ
ー
　

コ
ル
ネ

イ

・
H
　

栄
o
窟

息

莟

臣

8
羞

幽
黄
o
髫
杢
邸
　

一
八
八
二
～

一
九
六
九

　

ロ
シ
ア
、
ソ
ビ

エ
ト

の

作
家

、
評

論
家

、
児
童

詩

人
、

文
芸

学
者

、

翻
訳
家

。
本

名

二

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ ヨ ウ シヤ テ

コ
ラ
イ

・
B

・
コ
ル
ネ
イ

チ

ュ
コ
ー

フ
。

ペ
テ

ル
ブ

ル
グ

(現

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
)
で
生
ま

れ
、

い
わ

ゆ
る
母
子

家
庭

に
育

っ
た
。

少
年

時
代

の

つ
ら

い
体
験

は
自
伝

的
中

編
小

説

『
銀

い
ろ

の
記

章
』

(
一
九
六

一
)

に
詳

し

い
。
独
学

の
後

、

一
九
〇

一
年

に

一

九

歳

で

ジ

ャ
ー
ナ

リ

ス

ト

と

し

て

ス

タ
ー

ト

し

て

か

ら
、

ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ス
テ

ィ

ッ
ク

な
文

壇

の
長
老

と
し

て
八

七
歳

で

こ

の
世
を

去
る
ま

で
多

岐

に
わ
た

る
分

野
で

活
躍

し
た
。

多

く

の

　
　
　

　
　

　
　

　

著
書

が
あ

る

が
、
チ

ェ
ー
ホ

フ
に

つ
い
て

終
生

関
心

を
も

ち
、

ま

た
、

『

ミ
罸
ミ
憩
6
ミ
Q
o
ミ

壼
亀
8
§

　

ネ
ク

ラ

ー

ソ
フ

の
手

法

』
(五
二
)
で

は

レ
ー

ニ

ン
賞
を
受

賞

し
た
。
児

童
文
学

と

本
格

的

に
取

り
組

ん
だ

の
は
、

子

ど
も
た

ち

の
た
め

の
作

品
を

書
く

　
　
　

　
　

　

よ
う

に
と

の
ゴ
ー

リ
キ

ー

の
勧

め

に
応

じ

て
初

の
詩

物
語

『わ

に
が
ま

ち

に
や

っ
て
き

た
』
(
一
六
)
を
書

い
て
か

ら

で
あ

る
。
つ

い
で
、

『
ご

し
ご
し

た

い
し

ょ
う

』

『
ご
き

ぶ
り

ゴ

ン
』
(二
三
)
、

『
お

お
わ

る
も

の

の
バ

ル

マ
レ
イ
』
(二
五
)
、
『
ア

い
た
た

先
生

』

(
二
九
)
な

ど
、
い
ず

れ

も
わ

か
り

や
す

い
こ
と

ば
を

用

い
、
リ

ズ

ミ
カ

ル
で
、

昔
話

や
わ

ら

べ
唄
な

ど

の
要

素
を

巧

み

に
取
り

入

れ
た
斬

新
な

ス
ト

ー

リ
ー

の
お
よ

そ

一
五

編

の
詩
物

語

な
ど
を

発

表

し

て
ソ
ビ

エ
ト
児

童
文
学

の
基
礎

づ
く

り

に
多

大

な
貢

献

を

し

た
。
幼

児

の
心

理
や
言

語
感
覚

の
発

達
を

豊
富

な

例
を

示

し
な

が
ら

分
析

し
た
名

著

『
二
歳

か
ら

五
歳

ま

で
』

(
二
八
～
七

〇
)
は
、
両
親

や
幼

児
教

育
関

係
者

の
必
読

書

と
さ

れ

て

い
る
。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(松
谷
さ
や
か
)

　

長
者

伝
説

筋
留

つじ
.
　

富

者

に
ま

つ
わ

る

い

い
伝
え

。
長
者

を

　
　
　

　
　

　
　

主
人

公
と
す

る

口
承
文

芸
は

全
国
各

地

に
さ

ま
ざ

ま

の
形

で
語

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

り
伝

え
ら

れ
て

い
る

が
、
伝

説

の
場
合

に

は
切
り

拓

い
た
水

田

と

か
屋
敷

跡
と

か
、
水

田

が
没
し

て

で
き
た

湖
と

か
、

あ
る

い

は
地

名
と

か
と

い
う

ふ
う

に
そ

の
地
方

の
事

物
と

結

び

つ
け

て

語
ら

れ
、

そ

の
ほ
と
ん

ど

が
、

か

つ
て
そ

の
地
方

で
絶

大
な
富

と
権

力
を

誇

っ
て

い
た

長
者

が
な

ん
ら

か

の
理
由

で
衰

え
滅

ん

だ
後

に
前

記
し

た
よ
う

な
事

物

が
残
さ

れ

て

い
る
と

い
う

ふ
う

に

い
い
伝

え
ら
れ

て

い
る
。

つ
ま

り
長

者

の
没
落

を
物

語

る
伝

説

と
な

っ
て

い
る
も

の
が
多

い
。

そ

の
没
落

の
原

因

に
は
た

と

え

ば
西

の
山

に
傾

い
た

夕
陽

を
長

者

の
権
勢

に
も

の
を

い
わ

せ

て
扇

で
招

き
返

し
、
広

大
な

水

田

の
田
植
え

を

強
引

に
終
わ

ら

せ
た
た

め
に
、

そ

の
罰

を
受

け

て
や

が
て

没
落

し

て
し
ま

っ
た

と

い
う
も

の
(朝

日
長
者

・
湖
山
長
者
)
や
、
あ

る

い
は
米

や
餅

を

粗

末

に
扱

っ
て

そ

の
罰

で
や

が

て
滅

び
た

と

い
う

話

(坂
東

長

者
と
粕
塚
長
者
)
な
ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　
(吉
沢
和
夫
)

　
長

　

新

太

防
艦

　

一
九

二
七
～
　

(昭

2
～
　

)　

現

代

日
本

を
代

表
す

る
漫

画
家
、

イ

ラ

ス
ト

レ
ー
タ

ー
、
絵

本
作

家
。

本

名

鈴
木

犂
治
。
東
京

生

ま
れ

、
。
文
春

漫

画
賞
、
講
談

社
出

版
文

化

賞
絵
本

賞
、

小
学

館
絵

画
賞

な
ど

受
賞

も
多

数
。

そ

の
作

風

は
日
本

離
れ

し
た
ナ

ン
セ

ン
ス
を
基

調
と

し
た

ユ
ー

モ
ア
あ

ふ

れ

る
自

在
な
も

の
で
、
あ

た

か
も
子

ど
も

の
目

で
捉

え
子

ど
も

の
乎

で
描

い
た
よ
う

な
お

も

む
き

が
あ

っ
て
、
「
子
供

の
よ
う

に

描

け

る

の
に
八
十
歳

ま

で
か

か

っ
た

」
と

い
う

ピ

カ

ソ
を

思
わ

せ
る
。

代
表
作

に

『
ぼ
く

の
く

れ

よ
ん

』
(
一
九
七
三
)
、

『
は
る

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チ リメ ンホ ン

で
す

よ
、

ふ
く

ろ
う

お
ば

さ
ん

』
(
七
七
)
、

『ち

へ
い
せ
ん

の

み

え
る

と

こ
ろ
』
(
七
八
)
、

『
キ

ャ
ベ
ツ
く

ん
』
(八
〇
)
、
『
お
な

ら
』

(八
二
)
な
ど

の
絵
本

、

『
つ
み

つ
み

ニ
ャ
ー

』
(七
四
)
、

『ち

ょ
び

ひ
げ

ら

い
お
ん

』
(七
七
)
な

ど

の
童

話
、
『怪

人
じ

ゃ
が

い
も

男
』

(七
九
)
、

『
ガ

ニ
マ
タ
博

十
』

(八
五
)
な
ど

の
漫
画
集

が
あ

り
、

子
ど
も

の
本

の
挿
絵

も
数

多

い
。

『海

の
ビ
ー
玉
』
(六
五
)
で

は

エ

ッ
セ
イ

ス
ト

と

し
て
も

ま

こ
と

に

ユ

ニ
ー
ク
な
素

質
を
う

か

が
わ

せ
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(今
江
祥
智
)

　

張

天

翼

鷺

卸

1
↓

チ

ャ
ン

テ

ィ

エ
ン
イ

　

チ

ョ
ン

シ
ー

ナ

ン

Z
9。
口

0
冨

琶

o
賓

一
九
〇

〇
～
七

〇

イ
ギ

リ

ス
生
ま

れ

の
オ

ー

ス
ト

ラ

リ
ア
児

童
文
学
作

家
。

年
間

優

秀

図
書

に
選

ば

れ
た

『
ど

丶

き

蕁
Q
bd
ミ
簿

や
ぶ

の
中

の

と
ら

』
(
一
九
五
七
)
や

『南

の
島

の
冒

険
』
(
六
〇
)
で
、
彼

女

は

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

写
実

的
な

作
風

を

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
児
童

文
学
界

に
確
立

、

ラ

イ
ト

ソ

ン
な

ど

の
作

家

に
影
響

を
与

え

た
。
中

で
も

ア
ボ
リ

ジ

ニ
の
苦
境

を
題

材

と
し

た

『
§

鼕

ミ

タ

ン
ガ
ラ
』
(
六
〇
)
は

、

フ

ァ
ン
タ
ジ

ー
を
写

実
的

に
描

い
た
成
功

作
と

し
て
高
く

評
価

さ

れ
て

い
る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(越
智
道
雄
)

　

鍾

子

芒

瀞
男

一
九
二
二
～
七
八

中

国

の
児
童

文

学
作

　

　
　

　
　
ヤ
ン
チ
ン
チ
ョ
ン

家
。
本
名

は
楊

瑾

鍾

。
原
籍

は
湖
南

省
。
南
京

に
生
ま

れ
る
。

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

い
ず
こ
へ

中
学

時
代

か

ら
文

才
を

発
揮

し
、

抗

日
戦
争
を
描

い
た

『
逃
到

に
げ
る
の

か

鄲

里
去
』

(
一
九
三
七
)
を

「
中

国
児
童

十

日
刊
」
に
発
表

す
る
。

そ

れ
以
降

、
毎

号

彼

の
小
説

や
童

話

が
掲
載
さ

れ
る
。

そ

の
後

新
聞

記
者

を

経

て
、

一
九
五

六
年

に
は

上
海
少
年

児
童
出

版

社

で
編
集

に
携

わ

る
か
た

わ
ら
多

く

の
作

品
を
著

す
。

心
優

し

い

く

じ

ゃ
く

が
自
分

の
身
を

傷

つ
け

て
人

々
を
救

う

『く

じ

や
く

の
花
火

』
(五
七
)
は
読

者

の
心
を

打

つ
。
フ
ァ

ン
タ

ジ

ッ
ク
な
童

話
を
書

く

こ
と

で
は
、
第

一
人

者

で
あ

る
。　

　

　

(君
島
久
子
)

　

ち

り
め

ん
本

蝣

め
ん
　
縮

緬
本

。

明
治

中

期

か
ら

昭
和

に
か

け
て
流

行

し
た
絵

入
り
本

の

一
種
。

英

・
独

・
仏

な
ど

の
欧

文

が
多
く

、

そ

の
ほ
と

ん
ど

が
木

版

の
和
綴

じ
本

で
あ

る

。

こ
こ

　

　
　
　

ち
り
め
ん

で

い
う

「縮

緬
」

と

は
、
絹
製

の
も

の
で
は

な
く

、
柔

ら

か

い

手

触

り

の

「
縮

緬
紙
」
(別
名
ク

レ
ー
プ
紙
)
に
由

来

し

て

い
る
。

印
刷
ず

み

の
平

紙

の
和

紙
を
縮

緬

仕
立

て

に
加
工

し
た

後
、

製

本

し

た
も

の
が
、

つ
ま

り

「縮

緬
本

」

な

の
で
あ

る
。

し

か
し

こ

の
種

の
本

で
、

加

工
さ
れ
ず

に
、
平

紙

の
ま
ま

で
製

本
さ

れ

た
実

例
も

少
な
く

な

か

っ
た

の
で
、
厳

密

に
は

「欧

文
草

双

紙
」

と

で
も
呼

ぶ
方

が
適

切
で
あ

ろ
う
。

豪

華
な
色

摺

り

の
縮
緬

本

を

含

む

そ
れ
ら

の
欧
文

和
綴

じ
本

は
、

日
本

の
昔

話
と

古
今

の

名
作

を
海

外

で
普

及

さ
せ

る
上

で
相
当

の
役

割
を

果

た
し
、

同

時

に
ま
た

、
国
内

の
外

国
語
教

育

と
古

典
的

昔
話

の
再

評
価

に

も
役

立

っ
た
。
東

京
を

始
め

、
大

阪
と

京
都

で
も

発
行

さ

れ
た

が
、

明
治

一
八
年

以
来

、

こ

の
分

野
を

代
表

す

る
出
版

社

と
し

て

は
、
東

京

の
長
谷

川
弘
文

社

が
最
も

名
高

い
。

明

治
三

六
年

の
末

ま

で
に
、

三
二

種
類
も

の
欧

文
昔

話
絵

本
を

世

に
送

り
、

『竹

取
物

語
』

や

『
孝
女
白

菊

の
歌
』

な

ど

の
翻
訳
を

刊

行
し

た
。

長

谷
川
版

の
訳
書

に
よ

っ
て
は
、

十
数

力

国
語

に
重

訳
さ

れ

る
も

の
も
あ

っ
た
。

海
外

の
出

版
社

と
積

極
的

に
協

力

し
た

Ⓒ1988　日本児童文学学会



チンチヤオヤ

ホ長

谷
川
武

次
郎

は
、

今

日
、
世

界
的

な

ス
ヶ
ー

ル
で
活

躍
す

る

日
本

の
出

版
業

界

の
先
駆

者

で
あ

っ
た
。

長
谷

川
本

の
著
者

や

訳

者

に
は
、

た
と
え

ば

日
本

に
お
け

る
長

老
派
協

会

の
創
始

者

デ
イ

ビ

ッ
ド

・
タ

ム
ソ

ン
、

学
者

の
チ

ェ
ン
バ
レ

ン
や

ヘ
ボ

ン
、

ア
ド

ル

フ

・
グ

ロ
ー
ト
、

カ

ー

ル

・
フ

ロ
ー

レ

ン
ツ
、

作
家

・

　

　
　

　
ホ
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
ホ

評

論
家

の
小
泉

八
雲

ら

が

い
た

。
小

林
永

濯
、

川
端
玉

章
、

鈴

木

華
邨
、

新

井
芳
宗

な

ど
、
当

時

の
著

名

な
画
家

が
挿

絵

や
装

丁
を
担
当

し

た
。　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

(ア
ン

・
ヘ
リ
ン
グ
)

　
秦

兆

陽

彰

オ
ヤ
ン

一
九

一
六

～

中

国

の
作

家
。

湖
北

省

に
生
ま

れ
る
。

一
九

四
六

年

か
ら
創
作

を

開
始
す

る
。

作

品
に

は
、
農
村

の
変

化
を

描

い
た

『
幸
福

』

(
一
九
五

一
)
、

『
農
村

散

　

　
　

　
　

　

で
ん
や
を
ぜ
ん
し
ん
し
よ
う

記
』
(
五
四
)
、

『
在

田
野
上

前
進

』

(五
六
)
な

ど

が
あ

る
。
児

童

文
学

と

し
て

は
、
五

二
年

児
童

文
学
賞

第

一
席

と
な

っ
た

『
ツ

バ
メ

の
大

旅
行

』
(五
〇
)
が
あ

る
。
こ
れ

は
、
は
ぐ

れ
た

ツ
バ
メ

が
ガ

ン
に
助

け
ら
れ

、
集

団

の
中

で
成

長

し

て

い
く
と

い
う

物

語
で
、
新

中

国

の
児
童

文

学

に
新
た
な

方
向

性
を

与
え

る
作

品

と
な

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(中
島
久
美
子
)

　
金

　
　
近

勇

一
九

一
五

～

中

国

の
児
童
文

学
作

家
。
本

　

　
チ
ンジ
　
ウ
ェ
ン

名

は
金
知

温
。
浙
江

省

に
生
ま

れ
、
苦

学
す

る

が
子

ど
も

の
こ

ろ
か
ら

児
童
文

学
を

志
す

。

一
九
三

五
年
、

上
海

の

「
児
童

日

報

」

に
就

職
、

三
七

年

「
小
朋

友
」

に
童

話
を
発

表
す

る
。

抗

日
戦
争

が
は

じ
ま
り

、

「
児
童

日
報
」
が
停
刊

、
失

業
し

て
重
慶

に

い
く
。

こ
の
時
期

に

一
家

が
離
散

し
て
残

さ
れ

た
子

や
両

親

に
死
な

れ
孤

児
と
な

っ
た

子
ど

も
を

ま

の
あ

た

り
に
し

、

一
層

児
童

文
学

に
邁
進

す

る

こ
と
を
決

意
す

る
。

四

六
年

に
上
海

に

戻

り

、
新
聞

雑
誌

に
児

童
文

学
を

発
表

、

四
七
年

に

は
児
童
読

物

工
作

者
連

諠
会

理
事

と
な

り
、
以
後

児
童

文
学

に
専
念

す

る
。

四
九
年

に
は
文
学

工
作

者
協

会
児

童
文

学
組

の
副

組
長

、
五

七

年

に
は
中

国
作
家

協
会

浙
江

分
会

副
主

席
と

な
り

、
児

童
文
学

の
旗

手
と

し

て
活

躍

し
て

い
る
。

創
作

は
詩

、
童

話
、

評
論
、

小
説

な
ど
多

方
面

に
及

び
、

代
表

作

に
は

『
春

む
す

め
と
雪

じ

い
さ

ん
』
(
一
九
五
九
)
、

『
き

つ
ね

に
打
た

れ
た

狩
人

』
(六
三
)
、

『
春

風

の
童

話
』

(七
九
)
、

評
論
集

『
童

話
創
作

及
其

他
』

(五

七
)
な

ど

が
あ

り
、
現

在
、

「
児
童

文
学

」

の
主

編

で
も

あ

る
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　
(君
島
久
子
)

　

陳

伯

吹

曁

す
い
ー
↓

チ

ェ
ン

ポ

ー
チ

ュ
イ

　

秦

牧

杉

一
九

一
九

～

中

国

の
作

家
。

広

東

省

の

　

　
　

　
リ
ン
チ
ュエ
フ

人

。
本

名
林

覚
夫

。
少

年
時
代

を

シ

ン
ガ
ポ

ー

ル
で
過

ご
し
、

一
九

三
二
年

帰
国

。
新

中
国

成
立

後

は
広
州

に
と

ど
ま

り
、
現

在

、
広
東

省
文

連
副

主
席

、
作
家

協
会

広
東

分
会

副
主
席

、
「
作

品
」
副

編
集

長
と

し
て
活

躍

し

て

い
る
。

創
作

は
散

文
、

小
説
、

評

論
な

ど
多

方
面

に
及

ぶ

が
、
華
僑

の
生

活
を

描

い
た
小

説
『
黄

金

海
岸

』
(
一
九
五
六
)
は
、
各

地

で
ラ

ジ
オ
放

送
さ

れ
好

評
を
博

し
た
。

ま

た
児
童

文
学

で

は

『
帰
国

』
(五
六
)
、

『蜜

蜂
と

地
球
』

(
五
七
)
、

『
巨

手
』

(
七
九
)
な
ど

が
あ

る
。　

　

　

(中
島
久
美
子
)
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